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概要 

香川大学は，教員の業績データを一元的に管理する教員業績管理システムを開発し，2023

年 6 月 1 日から実運用を開始させた．教員業績管理システムは，researchmap とデータを連

携する「researchmap 連携機能」，業績データの直接入力や外部データベース，学内保有デ

ータを取り込む「データ入力・取込機能」，教員評価システムと連携する「教員評価システ

ム連携機能」を有している．本論文では，教員業績管理システムの開発と業績データ可視

化の取り組みについて述べる． 

 

1  はじめに 

香川大学の教員個人評価においては，毎年度，

教員が自身の研究論文，著書，研究発表，競争的

資金，授業等の業績データを，Microsoft Excel 形

式や Microsoft Word 形式等の電子ファイルに入

力，もしくは紙に記入し，それを大学に提出して

いる．このように，教員の業績データは様々な形

式で保存されているため，分析・可視化のデータ

再利用が困難であり，業績データの一元的な管理

が課題であった． 

香川大学では，教員業績データに関するデジ

タルトランスフォーメーション（DX） を推進し，

データ駆動による大学運営を目指して，教員の業

績データを一元管理する教員業績管理システムを

開発した．教員業績管理システムは，オープンソ

ースソフトウェアとして公開されている島根大学

の大学評価情報データベースシステム[1]を参考に

開発した．開発した教員業績管理システムは，

2023 年 6月 1日より香川大学で実際に運用が開始

されている．  

また，大学 IR (Institutional Research) への

データ活用を目指し，業績データの可視化の取り

組みをおこなった．業績データの可視化には，

Microsoft Power Platform [2]に含まれる Power BI 

を用いた．BI（Business Intelligence）は，1989 年

に Howard Dresner により提唱された，企業が市

場での競争優位性を獲得するために膨大なビジネ

スデータを収集・活用する情報分析の概念である

[3]．BI を構築するための  BI ツールである 

Power BI は，「データの収集」，「分析」，「可

視化」に必要な機能を有している．業績データの



可視化の取り組みでは，ダミーデータを使用し，

論文について，年度別，学部別，教員別等，様々

な項目で可視化をおこなった． 

本論文では，教員業績管理システムの開発と

業績データ可視化の取り組みについて述べる． 

2  教員業績管理システムの開発 

図１は，教員業績管理システムの全体概要を

示している．教員業績管理システムは，国立研究

開発法人科学技術振興機構が提供する研究者情報

の登録・公開サービスである researchmap[4] と

データを連携する「researchmap 連携機能」，業績

データの直接入力や外部データベース，学内保有

データを取り込む「データ入力・取込機能」，教

員評価システムと連携する「教員評価システム連

携機能」を有している． 

教員業績管理システムは，図２に示すように，

ウェブサーバ，アプリケーションサーバ，データ

ベースサーバの３層で構成されており，ウェブサ

ーバに Apache [5]，アプリケーションサーバに 

PHP [6]，データベースサーバに MySQL [7]を用い

て開発された．ウェブサーバは，ユーザからのリ

クエストを受けクライアントへウェブページを送

信する．アプリケーションサーバは，業績データ

格納・検索のための  SQL (Structured Query 

Language) の生成や業績データ表示用のウェブペ

ージを生成する．データベースサーバは，アプリ

ケーションサーバから発行された SQL に従い，

業績データの格納・検索をおこなう． 

図２ 教員業績管理システムの構成 
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表２ 論文テーブルのフィールド 

領域 テーブル フィールド

研究 論文

DOI

PMID

論文題名

著者名

著者人数

著者での順番
著者区分

担当区分

概要

出版者・発行元

出版年月

掲載雑誌名

巻

号

開始ページ

終了ページ

ISSN

掲載種別

記述言語区分

査読有無

Impact Factor

執筆依頼

国際・国内誌

国際共著

URL

URL2

eISSN

表１ データ項目 

領域 テーブル

教育

担当授業

学生指導(指導学生数)

学生指導(学位取得学生数)

学生指導(主査・副査担当)

学生指導(学会発表等)

FDの実績

授業評価結果の自己分析

課外活動の担当

教育活動に関する特記事項

研究

著書

論文

研究発表

公表・公刊された論評、報告書、研究ノート等

作品等

知的財産

科研費

科研費以外の競争的資金の受入

研究活動に関する特記事項

社会貢献

社会貢献活動

地域振興活動

学術貢献活動

非常勤講師

国際活動

医学部内での医療活動

附属病院内での医療活動

地域・学外での医療活動

その他の医療活動

社会貢献活動に関する特記事項

運営

全学レベルの運営

部局レベルの運営

資格に基づく学内業務の実績

運営活動に関する特記事項

図１ 教員業績管理システム全体概要 
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教員業績管理システムのデータ項目は，教員

個人評価の項目および大学 IR で想定される項目

から定義した．表１は．定義されたデータ項目を

示している．データ項目は，「教育」「研究」「社

会貢献」「運営」の 4 領域に大別され，4 領域はさ

らに 32 のテーブルに分割される．各テーブルに

は，入力項目となるフィールドが設定される．フ

ィールドの総数は 265 個である．表２に，論文テ

ーブルのフィールドを示す．フィールドの項目は，

「researchmap 連携機能」を考慮し，researchmap

の項目を基本とし，Impact factor 等の教員個人評

価に使用される項目，著者人数等の大学 IR で使

用される項目なども追加した． 

researchmap は多くの研究者や研究機関が利用

するデータベースであり，近年は競争的資金の応

募・審査にも利用されており，その重要性は高ま

っている．researchmap では，各研究者にパーマ

リンクと呼ばれる文字列が付与されている．教員

業績管理システムの「researchmap 連携機能」では，

researchmap のパーマリンクを指定し，教員の業

績データの取り込み・アップロードをおこなう．

researchmap からの業績データの取り込みでは，

researchmap の項目とそれに対応する教員業績管

理システムの項目が表示され，項目ごとに「取込

実行」ボタンを押すことで業績データが取り込ま

れる．researchmap への業績データのアップロー

ドは，教員業績管理システムに登録されている業

績データ一覧の中から，アップロードする業績デ

ータを選択し，アップロードが実行される．香川

大学の研究者情報システムである  KaRDS

（Kagawa University Researchers Databases System）

[8] は，researchmap からデータを取得しており，

教員業績管理システムから researchmap に連携さ

れた業績データは，KaRDS に自動で取り込まれ，

香川大学の教育研究活動の情報が公開される． 

教員業績管理システムの「データ入力・取込機

能」では，業績データの直接入力，外部データベ

ースからの取り込み，学内保有データの取り込み

をおこなう．図３に，教員業績管理システムにお

ける業績データの直接入力の画面を示す．必須の

入力項目は青色，任意の入力項目はグレーで表示

される．外部データベースからの取り込みでは，

ORCID [9]に登録されている業績データを取り込

むことができる．ORCID から付与される  ID

図３ 業績データ入力画面 



（ORCID ID）は，研究者を一意的に識別するため

の識別子である．ORCID からの業績データの取

り込みでは，教員の ORCID ID を入力すること

で，その教員の ORCID に登録されている業績一

覧を取り込むことができる．外部データベースか

らの取り込みでは ORCID の他にも，論文につい

ては DOI（Digital Object Identifier）や PMID を入

力して検索することにより，論文に関するデータ

を取り込むことができる．DOI は，論文等の電

子データに付与される国際的な識別子である．

PMID は，生命科学や生物医学に関する論文のデ

ータベースである PubMed [10]において，論文に

割り当てられた識別子である．例えば，DOI で

の検索では，図３に示す論文データの直接入力の

画面において，DOI 欄に DOI を入力して検索を

実行することにより，検索結果の論文データを取

り込むことができる．DOI での検索には，海外

雑誌の論文検索に CrossRef [11]を，国内雑誌の論

文検索にジャパンリンクセンター[12]を利用して

いる．また，PMID での検索には PubMed を利

用している．同様に，著書についても，書籍の識

別用に設けられた国際規格コードである  ISBN

（International Standard Book Number）を入力して

検索することにより，著書データを取り込むこと

ができる．ISBN での検索には，国立国会図書館

サーチ[13]を利用している．科学研究費について

も，研究課題番号を入力して検索することにより，

科学研究費データを取り込むことができる．研究

課題番号は，日本学術振興会により科学研究費助

成事業の採択課題に付与された番号である．研究

課題番号での検索には，科学研究費助成事業デー

タベース[14]を利用している．学内保有データの

図４ 論文データの可視化 



取り込みでは，データベースや  Microsoft Excel 

等の電子ファイルで学内に保有されている様々な

データを，CSV（Comma separated values）形式の

ファイルに変換することで，教員業績管理システ

ムに取り込むことができる． 

教員業績管理システムの「教員評価システム連

携機能」では，教員業績管理システムに登録され

た業績データから，自動的に教員評価システム用

のデータが生成され，それが教員評価システムに

アップロードされる．教員個人評価の結果である

評価結果は，教員評価システムから教員業績管理

システムに取り込まれ，教員は自身の評価結果を

確認することができる． 

教員業績管理システムにより，業績データが一

元化され，容易に業績の全体像の把握と業績デー

タの再利用が可能になったことから，大学 IR や

法人評価・自己点検への業績データの活用が期待

できる．さらに，教員業績管理システムでは，外

部データベースや学内保有データから業績データ

の取り込みが可能である．これにより，教員業績

管理システムは，教員の業績データ入力に係る業

務工数を大幅に削減するだけでなく，入力間違い

による不正確なデータが生成されるリスクを軽減

する効果もあり，業務の効率化に大きく貢献す

る． 

3  業績データ可視化の取り組み 

業績データの可視化の取り組みでは，ダミー

データを使用し，Power BI を用いて論文数の可視

化（論文数レポート作成）をおこなった．図４は，

可視化された論文数レポートを示しており，年度

別論文数，教員ひとり当たり論文数，教員別論文

数等が表示される．論文数レポートは，定期的に

自動更新され，インターネット経由でいつでもど

こからでもそれを閲覧することができる． 

業績データの可視化は，研究戦略の策定等の

大学運営や経営への活用だけでなく，時期を逸す

ることなく，臨機応変に様々な研究支援施策を講

じることにつながる可能性があり，大学の研究力

向上への貢献も期待できる． 

4  おわりに 

本論文では，香川大学で開発した教員業績管

理システムと業績データの可視化の取り組みにつ

いて述べた．教員業績管理システムは，2023 年 6

月から香川大学で実運用が開始された．利用者で

ある教員のニーズに応えるべく，機能改善や追加

機能開発への対応に加え，データの有効活用を目

指し，より有用な可視化手法の検討に取り組んで

参りたい． 
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